評価問題　　　　　　　　　　　４年　　組　　番　名前　　　　　　　　　　
たろうさんたちは，算数の時間に問題をつくり，話し合っています。
（１）たろうさんは，次の問題をつくりました。

　　おつりをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(もと),求)める問題
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（２）次に，じろうさんたちは，下の問題のおつりをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(もと),求)める式を考えています。

　　おつりをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(もと),求)める問題




　　　花子さんは，おつりをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(もと),求)める式を，下のように考えて発表しました。
　　花子さんの考え



　　花子さんの考えを聞いて，じろうさんは（　　）を使えば，出したお金　－　代金
　という考え方でおつりを１つの式として表せることに気づきました。じろうさんが考えた式は，下の式のどこかに（　　）をつけるとできます。下の式に（　　）をつけて，おつりが正しくEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(もと),求)められる１つの式をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かんせい),完成)しましょう。
　　　　　　　　　　１０００　－　１００　×　３　＋　３００　＝　４００
正答
（１）　　

１０００　－　（１００　＋　３００）　＝　６００

１０００　－　１００　－　３００　＝　６００

（２）　　
１０００　－　（　１００　×　３　＋　３００　）　＝　４００
１こ１００円のリンゴと１こ３００円のケーキがあります。１０００円を出して，これらを１こずつ買いました。このとき，おつりを求める式を１つの式であらわしましょう。











　　　　　　　　　　　　　　　　　　１こ１００円　　　　 １こ３００円





1000





おつりを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(もと),求)�める式は，　出したお金　－　代金　　＝　おつり


なので，ひとつの式で表すためには（　　）を使う�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひつよう),必要)�があります。





おつりを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(もと),求)�める式





１こ１００円のリンゴと１こ３００円のケーキがあります。１０００円出して，リンゴ３ことケーキ１こを買いました。おつりは何円になりましたか。











１こ１００円　　　　　　　１こ３００円





1000





代金


　　リンゴ３こ　　　ケーキ１こ


　　１００×３　＋　　３００　　＝　６００





おつり


　　出したお金　　　代金


　　１０００　　－　６００　　　＝　４００





答え　４００円








